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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チョークのトロイダルコア（２）内に挿入可能な保持装置（５）であって、当該保持装
置（５）が、係止装置（５０）を有している形式のものにおいて、当該保持装置（５）が
、係止装置（５０）によって対応片に固定可能であり、当該保持装置（５）が、１つの中
心部分（５５）と、該中心部分（５５）を中心として巻上げ可能な、外向きに延びる弾性
変形可能な少なくとも２つのウェブ（５０１，５０２，５０３）とを有しており、該ウェ
ブ（５０１，５０２，５０３）が、それぞれ中心部分（５５）と反対の側の端部に剛性的
な絶縁領域（５１１，５１２，５１３）を有していることを特徴とする、チョークのトロ
イダルコア内に挿入可能な保持装置。
【請求項２】
　当該保持装置（５）が、トロイダルコアホール内に位置固定可能である、請求項１記載
の保持装置。
【請求項３】
　係止装置（５０）が、係止面として形成されている、請求項１または２記載の保持装置
。
【請求項４】
　係止面が、リブ付け部を有している、請求項３記載の保持装置。
【請求項５】
　係止装置（５０）が、当該保持装置（５）の端面に配置されている、請求項１から４ま
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でのいずれか１項記載の保持装置。
【請求項６】
　当該保持装置（５）が、電位分離装置として設けられている、請求項１から５までのい
ずれか１項記載の保持装置。
【請求項７】
　星形に延びるウェブ（５２１，５２２，５２３）が設けられており、該ウェブの少なく
とも１つが、係止装置（５０）を有している、請求項６記載の保持装置。
【請求項８】
　１つの絶縁領域（５１１，５１２，５１３）が、少なくとも１つの係止装置（５０）を
有している、請求項７記載の保持装置。
【請求項９】
　中心部分（５５）が、少なくとも１つの係止装置（５０）を有している、請求項１記載
の保持装置。
【請求項１０】
　当該保持装置（５）の、係止面（５０）を有する部分が、当該保持装置（５）の残りの
部分に比べて張り出して形成されている、請求項１から９までのいずれか１項記載の保持
装置。
【請求項１１】
　誘導性の構成素子に用いられる保持部であって、請求項１から１０までのいずれか１項
記載の保持装置（５）と、該保持装置（５）を固定するための係止装置（１１３）が設け
られた支持装置とが設けられている形式のものにおいて、保持装置（５）と支持装置との
係止装置（５０，１１３）が、互いに対応片として形成されていることを特徴とする、誘
導性の構成素子に用いられる保持部。
【請求項１２】
　係止装置（１１３，１２３）が、少なくとも１つの係止面（１１３，１２３）を有して
いる、請求項１１記載の保持部。
【請求項１３】
　係止装置（１１３，１２３）が、互いに向かい合って位置する２つの係止面（１１３，
１２３）を有している、請求項１２記載の保持部。
【請求項１４】
　保持装置（５）が設けられており、該保持装置（５）が、トロイダルコアチョークのト
ロイダルコア（２）内に挿入可能である、請求項１１から１３までのいずれか１項記載の
保持部。
【請求項１５】
　前記支持装置が、前記誘導性の構成素子の少なくとも１つの部分ハウジングを形成して
いる、請求項１３または１４記載の保持部。
【請求項１６】
　ベースプレート（１０）が設けられており、該ベースプレート（１０）が、張り出した
長く延ばされた固定装置（１１，１２）と、該固定装置（１１，１２）の間に配置された
、前記トロイダルコアチョークを収容するための領域とを有しており、固定装置（１１，
１２）が、前記領域に向けられたそれぞれ少なくとも１つの係止面（１１３）を有してい
る、請求項１３から１５までのいずれか１項記載の保持部。
【請求項１７】
　固定装置（１１，１２）が、それぞれベースプレート（１０）に対して垂直に延びるロ
ッドとして形成されている、請求項１６記載の保持部。
【請求項１８】
　１つの固定装置（１１，１２）が、長く延ばされた突出部（１１１，１１２）を有して
おり、該突出部（１１１，１１２）が、係止面（１１３）を側方で仕切っている、請求項
１６または１７記載の保持部。
【請求項１９】
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　突出部（１１１，１１２）の、ベースプレート（１０）と反対の側の端部が斜め面取り
されている、請求項１８記載の保持部。
【請求項２０】
　固定装置（１１，１２）が、前記トロイダルコアチョークの線材巻線のモジュラ寸法を
維持するために設けられている、請求項１６から１９までのいずれか１項記載の保持部。
【請求項２１】
　固定装置（１１，１２）が、それぞれ１つの線材案内通路を有している、請求項１６か
ら２０までのいずれか１項記載の保持部。
【請求項２２】
　前記線材案内通路が、ベースプレート（１０）に対して横方向に延びている、請求項２
１記載の保持部。
【請求項２３】
　前記線材案内通路が、固定装置（１１，１２）の、チョーク領域と反対の側に形成され
ている、請求項２１または２２記載の保持部。
【請求項２４】
　前記トロイダルコアチョークが、固定装置（１１，１２）の間に起立した状態に配置可
能である、請求項１１から２３までのいずれか１項記載の保持部。
【請求項２５】
　固定装置（１１，１２）が、Ｈプロファイルを有している、請求項１６から２４までの
いずれか１項記載の保持部。
【請求項２６】
　ベースプレート（１０）に、線材巻線（４１，４２，４３）の端部を収容するための少
なくとも２つの線材貫通案内開口（１０１～１０６）が設けられている、請求項１６から
２５までのいずれか１項記載の保持部。
【請求項２７】
　１つの保持装置（１１，１２）の前記線材案内通路が、１つの線材貫通案内開口（１０
３，１０４）に開口している、請求項１６から２６までのいずれか１項記載の保持部。
【請求項２８】
　誘導性の構成素子であって、請求項１１から２７までのいずれか１項記載の保持部と、
トロイダルコアチョークとが設けられており、該トロイダルコアチョークが、１つのトロ
イダルコア（２）と、複数の線材巻線（４１，４２，４３）とを有している形式のものに
おいて、保持装置（５）が、トロイダルコアチョークのコアホール内に挿入されていて、
固定装置（１１，１２）の間に位置固定されていることを特徴とする、誘導性の構成素子
。
【請求項２９】
　線材巻線（４１，４２，４３）の端部（３１，３２，３３）が、ベースプレート（１０
）の線材貫通案内開口（１０１～１０６）を通して案内されている、請求項２８記載の誘
導性の構成素子。
【請求項３０】
　１つの線材巻線（４１，４２，４３）の端部（３１，３２，３３）が、固定装置（１１
，１２）の線材案内通路内に案内されている、請求項２８または２９記載の誘導性の構成
素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チョークのトロイダルコア内に挿入可能な保持装置であって、当該保持装置
が、係止装置を有している形式のものに関する。
【０００２】
　さらに、本発明は、トロイダルコアに用いられる支持装置に関する。
【０００３】
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　さらに、本発明は、誘導性の構成素子に用いられる保持部であって、前述した支持装置
と、前述した保持装置とが設けられている形式のものに関する。
【０００４】
　さらに、本発明は、誘導性の構成素子であって、前述した保持部と、トロイダルコアチ
ョークとが設けられており、該トロイダルコアチョークが、１つのトロイダルコアと、複
数の線材巻線とを有している形式のものに関する。
【０００５】
　保持装置および保持部ならびに保持装置に固定された、トロイダルコアチョークに用い
られる支持装置が記載される。さらに、保持装置を備えた誘導性の構成素子が記載される
。
【０００６】
　絶縁部材が、たとえばドイツ連邦共和国特許第１０２２３９９５号明細書に基づき公知
である。この公知の絶縁部材はトロイダルコアチョークのトロイダルコアを取り囲んでい
て、線材巻線を位置固定しならびにモジュラ寸法を維持するための突出部を有している。
絶縁部材は中心領域にウェブを有している。このウェブは電位分離のために働く。
【０００７】
　別の絶縁部材が、たとえばドイツ連邦共和国特許出願公開第１０３０８０１０号明細書
に基づき公知である。この公知の絶縁部材は、半径方向外向きに延びるウェブを有してい
る。このウェブは押圧によって半径方向に弾性変形可能である。
【０００８】
　解決したい課題は、互いに絶縁したい複数の巻線を備えたトロイダルコアチョークに用
いられる保持部を提供することにある。
【０００９】
　この課題を解決するために本発明の保持装置では、当該保持装置が、係止装置によって
対応片に固定可能であるようにした。
【００１０】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、当該保持装置が、トロイダルコアホール内に
位置固定可能である。
【００１１】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、係止装置が、係止面として形成されている。
【００１２】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、係止面が、リブ付け部を有している。
【００１３】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、係止装置が、当該保持装置の端面に配置され
ている。
【００１４】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、当該保持装置が、電位分離装置として設けら
れている。
【００１５】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、星形に延びるウェブが設けられており、該ウ
ェブの少なくとも１つが、係止装置を有している。
【００１６】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、１つの中心部分と、該中心部分を中心として
巻上げ可能な、外向きに延びる弾性変形可能な少なくとも２つのウェブとが設けられてお
り、該ウェブが、それぞれ中心部分と反対の側の端部に剛性的な絶縁領域を有している。
【００１７】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、１つの絶縁領域が、少なくとも１つの係止装
置を有している。
【００１８】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、中心部分が、少なくとも１つの係止装置を有
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している。
【００１９】
　本発明の保持装置の有利な構成によれば、当該保持装置の、係止面を有する部分が、当
該保持装置の残りの部分に比べて張り出して形成されている。
【００２０】
　さらに、前述した課題を解決するために本発明の支持装置では、トロイダルコアに用い
られる保持装置を固定するための係止装置が設けられているようにした。
【００２１】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、係止装置が、前述した保持装置を固定するた
めに適している。
【００２２】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、係止装置が、少なくとも１つの係止面を有し
ている。
【００２３】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、係止装置が、互いに向かい合って位置する２
つの係止面を有している。
【００２４】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、保持装置が設けられており、該保持装置が、
トロイダルコアチョークのトロイダルコア内に挿入可能である。
【００２５】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、当該支持装置が、誘導性の構成素子の少なく
とも１つの部分ハウジングを形成している。
【００２６】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、ベースプレートが設けられており、該ベース
プレートが、張り出した長く延ばされた固定装置と、該固定装置の間に配置された、トロ
イダルコアチョークを収容するための領域とを有しており、固定装置が、前記領域に向け
られたそれぞれ少なくとも１つの係止面を有している。
【００２７】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、固定装置が、それぞれベースプレートに対し
て垂直に延びるロッドとして形成されている。
【００２８】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、１つの固定装置が、長く延ばされた突出部を
有しており、該突出部が、係止面を側方で仕切っている。
【００２９】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、突出部の、ベースプレートと反対の側の端部
が斜め面取りされている。
【００３０】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、固定装置が、トロイダルコアチョークの線材
巻線のモジュラ寸法を維持するために設けられている。
【００３１】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、固定装置が、それぞれ１つの線材案内通路を
有している。
【００３２】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、線材案内通路が、ベースプレートに対して横
方向に延びている。
【００３３】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、線材案内通路が、固定装置の、チョーク領域
と反対の側に形成されている。
【００３４】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、トロイダルコアチョークが、固定装置の間に
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起立した状態に配置可能である。
【００３５】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、固定装置が、Ｈプロファイルを有している。
【００３６】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、ベースプレートに、線材巻線の端部を収容す
るための少なくとも２つの線材貫通案内開口が設けられている。
【００３７】
　本発明の支持装置の有利な構成によれば、１つの保持装置の線材案内通路が、１つの線
材貫通案内開口に開口している。
【００３８】
　さらに、前述した課題を解決するために本発明の保持部では、保持装置と支持装置との
係止装置が、互いに対応片として形成されているようにした。
【００３９】
　さらに、前述した課題を解決するために本発明の誘導性の構成素子では、保持装置が、
トロイダルコアチョークのコアホール内に挿入されていて、固定装置の間に位置固定され
ているようにした。
【００４０】
　本発明の誘導性の構成素子の有利な構成によれば、線材巻線の端部が、ベースプレート
の線材貫通案内開口を通して案内されている。
【００４１】
　本発明の誘導性の構成素子の有利な構成によれば、１つの線材巻線の端部が、固定装置
の線材案内通路内に案内されている。
【００４２】
　トロイダルコア内に挿入可能な保持装置が記載される。この保持装置は係止装置を有し
ていて、この係止装置によって対応片に固定可能である。この対応片として、たとえばハ
ウジング、部分ハウジングまたは支持装置が使用されてよい。
【００４３】
　さらに、トロイダルコアに用いられる支持装置が記載される。この支持装置は、トロイ
ダルコアに用いられる保持装置を固定するための係止装置を有している。
【００４４】
　以下に、前述した保持・支持装置の有利な構成を説明する。
【００４５】
　保持装置はトロイダルコアホール内に、有利には弾性的な力によって固定可能である。
【００４６】
　保持装置と支持装置とは、有利にはそれぞれ電気的に絶縁性の材料から形成されている
。特に射出成形のために適したプラスチックが考慮される。
【００４７】
　前述した支持装置と、前述した保持装置とは、有利な構成では、トロイダルコアチョー
クを備えた誘導性の構成素子の保持部または部分ハウジングを形成している。この場合、
保持装置と支持装置との係止装置は互いに相補的に形成されている。
【００４８】
　しかし、保持装置を任意のハウジング内にまたは部分ハウジング内に固定することも可
能である。このハウジングまたは部分ハウジングは、この目的のために設けられた係止装
置を有している。
【００４９】
　保持装置のまたは支持装置の係止装置は、有利には係止面として形成されている。この
係止面は、たとえばリブ付け部を有していてよい。
【００５０】
　係止装置は、有利には保持装置の両端面に配置されている。保持装置の、係止装置を有
する部分は、有利には保持装置の残りの部分に比べて張り出して形成されている。
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【００５１】
　保持装置は、たとえば複数の巻線を備えたトロイダルコアチョークの場合、電位分離と
して設けられていてよい。保持装置は、たとえば複数のウェブの星形の配置形式を有して
いてよい。この場合、少なくとも１つのウェブが係止装置、有利には係止面を有している
。
【００５２】
　有利な構成では、保持装置が、１つの中心部分と、この中心部分を中心として巻上げ可
能な、外向きに延びる弾性変形可能な少なくとも２つのウェブとを有している。これらの
ウェブは、それぞれ中心部分と反対の側の端部に剛性的な絶縁領域を有している。
【００５３】
　１つの変化形では、係止装置が剛性的な絶縁領域に配置されている。この場合、有利に
は、絶縁領域の両端面にそれぞれ少なくとも１つの係止面が配置されている。択一的には
、係止装置が中心部分に、有利には端面側でも配置されていてよい。
【００５４】
　支持装置の係止装置は、互いに向かい合って位置する２つの係止面を有していてよい。
トロイダルコアに用いられる保持装置は、有利には両係止面の間に固定される。
【００５５】
　さらに、支持装置の有利な構成が記載される。この支持装置はベースプレートを有して
いる。このベースプレートは、突出した、長く延ばされた固定装置と、この固定装置の間
に配置された、１つのトロイダルコアチョークを収容するための領域とを有している。固
定装置は、有利にはベースプレートに対して垂直に延びていていて、ロッドの形状を有し
ている。
【００５６】
　トロイダルコアチョークは、１つの変化形では、有利には横方向で互いに反対の側に位
置する２つの固定装置の間に起立した状態に配置される。
【００５７】
　固定装置は、チョーク領域に向けられた少なくとも１つの係止装置、有利には１つの係
止面を有している。固定装置は、長く延ばされた突出部を有していてよい。この突出部は
係止面を側方で仕切っている。突出部の、ベースプレートと反対の側の端部は、有利には
斜め面取りされている。
【００５８】
　固定装置は、有利な構成では、トロイダルコアチョークの線材巻線の線材案内もしくは
モジュラ寸法の維持のためにも設けられている。この場合、固定装置は、それぞれ有利に
は少なくとも１つの線材案内通路を有している。この線材案内通路は固定装置の軸線に対
して平行にもしくはベースプレートに対して垂直に延びている。１つの線材巻線の端部は
固定装置の線材案内通路内に案内される。１つの線材案内通路は、有利には溝として、固
定装置の、チョーク領域と反対の側の面に形成されている。
【００５９】
　すなわち、１つの固定装置は、有利には複数の目的、すなわち、保持装置の固定だけで
なく、線材案内のためにも使用される。多機能的な固定装置は、有利にはＨプロファイル
を有している。
【００６０】
　ベースプレートには、有利には、１つの線材巻線の端部を収容するための少なくとも２
つの線材貫通案内開口が設けられている。保持装置の線材案内通路は線材貫通案内開口の
１つに開口している。
【００６１】
　以下に、前述した保持装置、支持装置、誘導性の構成素子に用いられる保持部および誘
導性の構成素子を、縮尺正確でない概略図につき説明する。
【００６２】
　図１には、電位分離装置５として形成された保持装置（上側）と、図４～図６に対する
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記載でも説明する支持装置（下側）とを備えた、誘導性の構成素子に用いられる保持部が
示してある。図２には、図１に示した保持部が別の方向から見た図で示してある。
【００６３】
　トロイダルコアチョークのトロイダルコア２のコアホール内に挿入された電位分離装置
５は図３に示してある。この電位分離装置５は、トロイダルコアチョークの線材巻線４１
，４２，４３の間のスペーサとして働く。
【００６４】
　以下に説明する電位分離装置５の特徴を、トロイダルコアに用いられる任意の保持装置
が有することができる。
【００６５】
　図９に見ることができるトロイダルコアチョークは、１つのトロイダルコア２と、この
コアに巻き付けられた３つの線材巻線４１，４２，４３とを有している。これらの線材巻
線４１，４２，４３は、それぞれ固有の電位にある。
【００６６】
　電位分離装置５は、有利には半径方向に作用する弾性的な力によってコアホール内に位
置固定される。
【００６７】
　図１および図３に示した電位分離装置５は、１つの中心部分５５と、この中心部分５５
から出発した、星形に延びる、この構成では弾性変形可能な３つのウェブ５０１，５０２
，５０３とを有している。これらのウェブ５０１，５０２，５０３の、中心と反対の側の
端部には、絶縁領域５１１，５１２，５１３が設けられている。
【００６８】
　別の構成では、たとえば図７および図８に示した電位分離装置５のウェブ５２１，５２
２，５２３が形状不変であってよく、トロイダルコアに向けられた端部に、弾性変形可能
な装置、有利には弾性的に拡開可能な装置を有していてよい。この装置は、コアホール内
への電位分離装置５の挿入時にコアホールの内壁を押圧する。ウェブ５２１，５２２，５
２３は星形に配置されている。
【００６９】
　図１および図２には、ブロック矢印によって、電位分離装置５が、有利にはトロイダル
コアのコアホール内への挿入後、固定装置１１，１２の間に押し込まれ、この固定装置１
１，１２の間に係止装置５０，１１３によって鉛直方向でならびに固定装置１１，１２の
突出部１１１，１１２，１２１，１２２によって長手方向で位置固定されることが示して
ある。
【００７０】
　剛性的な絶縁領域５１１の両端面には、リブ付け部として成形された係止装置５０が形
成されている。剛性的な絶縁領域５１１、すなわち、電位分離装置５の、係止装置５０を
有する部分は、軸方向において両側で電位分離装置の残りの部分を越えて張り出している
。有利には、電位分離装置の残りの部分の軸方向のサイズは、トロイダルコアの軸方向の
サイズに適合されている。この場合、絶縁領域５１１はコアの両側で突出していて、した
がって、電位分離装置５とコア２とから成るアッセンブリの位置固定のために適している
。
【００７１】
　図２には、それぞれ固定装置１１；１２のただ１つの突出部１１１；１２１しか見るこ
とができない。この突出部１１１，１２１の上側の端部は、斜め面取りされた面１１１ａ
；１２１ａを有している。この場合、同一の固定装置に対応配置された突出部の斜め面取
りされた面は互いに向き合っている（図４参照）。
【００７２】
　図２Ａには、図１および図２に示した、固定装置１１，１２の間への電位分離装置５の
係止後の保持部が示してある。固定装置の係止装置と電位分離装置の係止装置とは形状接
続的に互いに適合されている。係止装置５０，１１３，１２３は係止ロック機構として形
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成されている。この場合、上方への電位分離装置５の運動はギザ歯の優先方向によって阻
止される。
【００７３】
　図４～図６には、トロイダルコアチョークに用いられる支持装置の別の有利な構成が、
それぞれ異なる方向から見た図で示してある。図８～図１０には、支持装置と、コアホー
ル内に挿入可能な電位分離装置５とを有する保持部が、それぞれ異なる方向から見た図で
示してある。第２の構成による支持装置は、以下に説明する、図面から明らかな違いを除
いて、有利には、第１の構成による支持装置とほぼ同様に形成されている。
【００７４】
　固定装置１１，１２は鏡像対称的に形成されている。固定装置１１，１２の構成を固定
装置１１につき説明する。
【００７５】
　図４には、固定装置１１を内側から見た第２の構成による支持装置の部分横断面図が示
してある。
【００７６】
　固定装置１１は、トロイダルコアホールに向けられた内面に係止装置１１３を有してい
る。この係止装置１１３は、ここでは、リブ付け部を備えた係止面として形成されている
。リブ付け部は固定装置１１の軸線に沿って延びている。この場合、リブ付け部は、ベー
スプレート１０に向けられた電位分離装置５の滑動が可能となるものの、これと逆方向へ
の滑動は阻止されているように形成されている。
【００７７】
　係止装置１１３は両側でレール１１１，１１２によって仕切られている。このレール１
１１，１１２は、固定装置１１の、トロイダルコアチョークの方向に向けられた突出部を
成している。レールは固定装置の軸線に対して平行に延びている。
【００７８】
　レール１１１，１１２は固定装置の上面に向かって、電位分離装置５の導入が容易とな
るように斜め面取りされている。
【００７９】
　電位分離装置５の、固定装置１１に向けられた部分は、有利には、レール１１１，１１
２の間で問題なく滑動することができるものの、側方には滑り出すことができないように
形成されている。
【００８０】
　図４に示した支持装置の側面図は図５に示してある。この場合、固定装置１１の外面を
見ることができる。
【００８１】
　図６には、固定装置１１，１２が、それぞれほぼＨプロファイルを有していることが示
してある。
【００８２】
　ベースプレート１０は長手方向ｘで２つの縁領域と１つの中間領域とに分割されている
。固定装置１１，１２はベースプレート１０の中間領域に配置されている。固定装置１１
，１２はベースプレート１０の長手方向ｘに対して横方向で互いに反対の側に位置してい
る。両固定装置１１，１２の間には、１つのトロイダルコアチョークを収容するためのチ
ョーク領域が設けられている。
【００８３】
　領域ごとに、それぞれ２つの線材貫通案内開口１０１，１０２，１０３，１０４，１０
５，１０６が設けられている。これらの開口１０１～１０６は対を成して横方向ｙに沿っ
て配置されている。開口対は、それぞれ各線材巻線４１，４２，４３の端部３１，３２，
３３のモジュラ寸法を維持するために働く。この場合、開口１０１，１０２は、線材巻線
４２の両端部３２を貫通案内するために働く。これに類似して、開口１０３，１０４は、
線材巻線４３の端部３３を貫通案内するために働くかもしくは開口１０５，１０６は、線
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材巻線４１の端部３１を貫通案内するために働く。
【００８４】
　固定装置１１，１２の線材案内通路は開口１０３；１０４に開口している。
【００８５】
　支持装置は、有利には、その中心を通って方向ｘ；ｙに対して平行に延びる軸線に対し
て鏡像対称的に形成されている。
【００８６】
　ベースプレート１０の下面には、ベースプレート１０と、誘導性の構成素子を組み付け
るために設けられたプリント配線板（図示せず）との間の間隔維持のためのスペーサ基部
６０が配置されている。
【００８７】
　線材巻線４３の端区分は、固定装置１１，１２の壁によって位置固定されている。有利
には、線材巻線４３の端区分は各線材案内通路内に埋め込まれており、これによって、線
材区分が、横断面図で見て、固定装置１１，１２の開放側でこの装置を越えて張り出して
いない。
【００８８】
　線材巻線４３の端区分は、線材案内通路内に案内されていて、これによって、この線材
案内通路の軸方向に、すなわち、ベースプレート１０に対して垂直に位置固定されている
。線材巻線４３の、ベースプレート１０に対して横方向に延びる端区分が、それぞれ固定
装置１１；１２の線材案内通路内に位置固定されており、この場合、その側方への滑出し
が阻止されることによって、ベースプレート１０に対するトロイダルコアチョークの位置
も固定されている。
【００８９】
　固定装置１１，１２は、それぞれ別の線材巻線４１，４２からの線材巻線４３の線材端
部３３の確実な間隔維持のために働く。これによって、線材巻線を絶縁被覆体なしに使用
することが可能となる。線材巻線は絶縁ラッカで被覆されてもよいし、場合により、絶縁
されていない線材巻線すら使用されてもよい。
【００９０】
　固定装置１１，１２は任意の横断面を有することができるかもしくは任意の横断面を備
えた線材案内通路を有することができる。固定装置１１，１２は、１つの変化形では、中
空管もしくは中空シリンダとして形成されていてよい。線材案内通路の横断面は、有利に
は線材端部３３の形状に適合されている。
【００９１】
　ベースプレート１０と、その固定装置１１，１２とは、有利には１つの部材で、すなわ
ち、１回の方法ステップで形成されている。しかし、ベースプレート１０と固定装置１１
，１２とを一種類の材料から別個に製造するかまたはそれぞれ種々異なる材料から別個に
製造し、固く、有利にはモノリシックに互いに結合することも可能である。また、まず、
ベースプレート１０を準備し、このベースプレート１０に後続の方法ステップで固定装置
１１，１２を形成することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】係止装置を備えた図４～図６に示した支持装置（下側）と、対応パターンを備え
た、電位分離装置として形成された図３に示した保持装置（上側）とから成る、誘導性の
構成素子に用いられる保持アッセンブリの斜視図である。
【図２】支持装置内への電位分離装置の挿入前の図１に示した保持アッセンブリの部分横
断面図である。
【図２Ａ】支持装置の固定装置内への電位分離装置の押込み後の図１および図２に示した
保持アッセンブリを示す図である。
【図３】コアホール内に挿入された電位分離装置を備えたトロイダルコアチョークの端面
の平面図である。
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【図４】ベースプレートの長手方向に対して平行な支持装置の横断面図である。
【図５】図１、図２、図２Ａおよび図４に示した支持装置の側面図である。
【図６】図４および図５に示した支持装置を上方から見た平面図である。
【図７】星形のウェブと、係止装置とを備えた別の電位分離装置を示す図である。
【図８】図７に示した電位分離装置を別の方向から見た図である。
【図９】トロイダルコアチョークに用いられる図１に示した保持部を備えた誘導性の構成
素子を示す図である。
【符号の説明】
【００９３】
　２　トロイダルコア、　５　電位分離装置、　１０　ベースプレート、　１１　固定装
置、　１２　固定装置、　３１　線材端部、　３２　線材端部、　３３　線材端部、　４
１　線材巻線、　４２　線材巻線、　４３　線材巻線、　５０　係止装置、　５５　中心
部分、　６０　スペーサ基部、　１０１　線材貫通案内開口、　１０２　線材貫通案内開
口、　１０３　線材貫通案内開口、　１０４　線材貫通案内開口、　１０５　線材貫通案
内開口、　１０６　線材貫通案内開口、　１１１　突出部、　１１１ａ　面、　１１２　
突出部、　１１３　係止装置、　１２１　突出部、　１２１ａ　面、　１２２　突出部、
　１２３　係止装置、　５０１　ウェブ、　５０２　ウェブ、　５０３　ウェブ、　５１
１　絶縁領域、　５１２　絶縁領域、　５１３　絶縁領域、　５２１　ウェブ、　５２２
　ウェブ、　５２３　ウェブ、　ｘ　長手方向、　ｙ　横方向

【図１】 【図２】



(12) JP 4886776 B2 2012.2.29

【図２Ａ】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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